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平成 30 年５月２２日（火）no.４ 文責：上田 

 体育祭 ご協力ありがとうございました 
 前日から当日未明までの雨のため、午前中は体育 

館で団体競技を、午後はグラウンドで徒走やリレー 

競技を行うことになりましたが、ご家族や地域の多 

くの皆さんに参加いただき、第１回産山学園・校区 

民合同体育祭を盛会に行うことができました。あり 

がとうございました。開会式で、大会会長として以 

下のようなあいさつをしました。 

 

 

 

 

  

 

 

 どの競技にも学園生たちの真剣な表情が伺え、ご参加いただいた皆さんとともに

『感動を形に』表す体育祭であったのではないかと思います。また、地区種目「紅白

玉入れ」「百足競争」「綱引き」では、地域の皆 

さんが楽しんでおられる様子を見ることができ、 

あらためて日頃のご支援に対する『感謝を心に』 

感じたしだいです。 

 閉会式後、皆さんと撮影した「ＵＢＧ（産山学 

園）」の人文字写真も産山学園としての第１回体 

育祭記念の一枚となりました。 

 本当にご協力ありがとうございました。 

 5年生 田植え体験 

 21 日（月）午前、5 年生が地域学校本部事業 

のサポーターの皆さんに準備・指導をいただき、 

グラウンド下の水田で田植え体験をしました。風 

があり若干肌寒く感じましたが、子どもたちは足 

を取られながらも笑顔で田植えを行いました。 

 来週は 4年生から 8 年生が山鹿で茶摘みを行い 

ます。産山の産業を体感する機会でもあります。 

摘み取った茶葉は製茶してお茶うがいにも活用する予定です。  
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（略）本日は、産山学園としての記念すべき第１回の体育祭です。学園生が、校区の皆様から

の日頃のご支援に対する『感謝を心に』、自らの成長の『喜びを力に』、そしてご参加いただく

皆様とともに『感動を形に』表すことをお約束したいと思います。大会スローガン「スタート、

最後まで協力し、心を一つに駆け抜けよう」のもと、学園生の輝く姿を是非ご覧ください。赤

団、西澤利樹君・工藤佳明君率いる赤団の皆さん、白団、畠中太輝君・宮川斗真君率いる白団

の皆さん、これまでの練習の成果を発揮し、各団「心を一つに駆け抜けて」てください。(略) 

 

 


